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85 戦後の韓国長老派教会と日本基督教団の交流の事情

戦
後
の
韓
国
長
老
派
教
会
と
日
本
基
督
教
団
の
交
流
の
事
情

――
一
九
六
七
年
宣
教
協
約
に
至
る
ま
で
の

　
　
　
　
　
　

日
韓
教
会
交
流（
関
係
）の
歴
史
研
究
（
第
一
回
）

高　
　

萬　

松

は
じ
め
に

二
〇
一
〇
年
は
、
一
九
一
〇
年
に
日
韓
併
合
調
印
が
な
さ
れ
た
一
〇
〇
周
年
の
年
で
あ
る
。
意
味
の
あ
る
そ
の
年
に
韓
国
の
長
老
会
神
学

大
学
校
と
日
本
の
聖
学
院
大
学
が
「
日
韓
関
係
一
〇
〇
年
（
一
九
一
〇
―
二
〇
一
〇
）
と
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
会
の
交
流
に
関
す
る
日
韓
共
同

研
究
）
1
（

」（
以
下
、「
日
韓
教
会
交
流
﹇
関
係
﹈
史
研
究
」
と
略
す
）
と
い
う
テ
ー
マ
で
共
同
研
究
を
は
じ
め
た
。
共
同
研
究
の
目
的
は
以
下
の

も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
日
韓
の
キ
リ
ス
ト
教
史
を
、
一
九
一
〇
年
を
起
点
に
、
日
韓
関
係
の
未
来
に
向
け
て
前
向
き
に
捉
え
な
お
す
」

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
研
究
に
よ
り
「
北
朝
鮮
、
中
国
を
視
野
に
入
れ
、
北
東
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
会
の
こ
れ
か
ら
の
交
流
と
協
力
の
基
盤

を
築
く
）
2
（

」
こ
と
で
あ
る
。
本
研
究
は
、
こ
の
一
○
○
年
を
、
第
一
期
「
三
・
一
運
動
と
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
会
」、
第
二
期
「
三
・
一
運
動
以

降
の
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
会
」、
第
三
期
「
一
九
四
五
年
前
後
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
会
と
そ
れ
以
降
の
日
韓
関
係
」
の
三
期
に
区
分
し
て
い
る
。

本
稿
は
、
こ
の
第
三
期
を
対
象
と
し
て
い
る
。
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ま
た
キ
リ
ス
ト
教
史
と
い
っ
て
も
カ
ト
リ
ッ
ク
、
あ
る
い
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
で
も
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
な
ど
超
教
派
の
全
体
的
交

流
を
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
日
本
基
督
教
団
と
韓
国
の
長
老
派
教
会
と
の
関
わ
り
に
焦
点
を
当
て
る
）
3
（

。
こ
の
研
究
は
、
今
後
、
ル
ー
テ

ル
、
聖
公
会
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
、
バ
プ
テ
ス
ト
派
な
ど
へ
と
拡
が
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
本
稿
は
以
上
の
共
同
研
究
の
成
果
の
一
部

で
あ
る
。

問
題
設
定
と
資
料

「
日
韓
併
合
」
以
来
三
六
年
間
、
日
本
は
朝
鮮
人
の
政
治
的
支
配
と
経
済
的
収
奪
だ
け
で
は
な
く
、
文
化
的
教
化
活
動
を
も
強
行
し
た
。

当
時
、
朝
鮮
で
は
キ
リ
ス
ト
教
は
少
数
で
あ
っ
た
が
、
知
識
人
や
民
衆
に
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
そ
こ
で
日
本
政
府
は
、
土
肥
昭
夫

の
言
う
よ
う
に
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
が
朝
鮮
の
キ
リ
ス
ト
教
会
に
働
き
か
け
、
統
治
に
民
間
レ
ベ
ル
で
貢
献
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
）
4
（

。

そ
の
意
味
で
、
日
本
の
韓
国
併
合
に
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
会
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
れ
で
は
、
戦
後
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
会
は

戦
前
の
あ
り
方
を
謝
罪
し
、
韓
国
の
キ
リ
ス
ト
教
会
と
ど
の
よ
う
に
和
解
し
関
係
を
築
い
た
の
か
。

本
研
究
は
戦
後
に
お
け
る
日
韓
教
会
の
関
わ
り
の
最
初
の
段
階
を
対
象
に
す
る
。
ま
ず
、
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
最
大
の
日
本
基
督
教
団

と
韓
国
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
長
老
派
教
会
の
関
わ
り
で
あ
り
、
特
に
一
九
六
七
年
に
注
目
す
る
。
一
九
六
七
年
に
、
日
本
基
督
教
団
が
「
韓

国
三
教
会
）
5
（

」
と
「
宣
教
協
約
」
を
結
び
、
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
の
「
解
放
」
あ
る
い
は
「
敗
戦
）
6
（

」
以
後
、
約
二
〇
年
を
経
て
日
韓
教
会

交
流
が
文
書
上
で
胎
動
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

「
宣
教
協
約
」
が
結
ば
れ
る
ま
で
、
ど
う
し
て
二
〇
年
以
上
の
期
間
が
必
要
で
あ
っ
た
の
か
。
本
稿
で
は
そ
の
答
え
を
探
っ
て
み
る
。
前

述
の
「
韓
国
三
教
会
」
に
は
二
つ
の
長
老
派
教
団
と
一
つ
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
団
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
の
対
象
は
前
者
の
み
、
つ
ま
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87 戦後の韓国長老派教会と日本基督教団の交流の事情

り
、
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
（
統
合
派
、
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
と
韓
国
基
督
教
長
老
会
に
絞
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
二
つ
の
長
老
派

教
団
は
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
的
背
景
と
神
学
的
特
性
が
異
な
っ
て
い
る
。
本
稿
は
韓
国
長
老
派
教
団
の
分
裂
過
程
を
辿
っ
て
、
日
本
基
督
教
団
と

関
わ
っ
て
い
る
韓
国
長
老
派
教
団
の
神
学
的
特
徴
と
、
ま
た
二
つ
の
長
老
教
団
が
「
宣
教
協
約
」
に
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
ん
で
い
た
の
か

を
究
明
し
て
み
た
い
。

本
稿
で
参
照
し
た
資
料
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
は
『
教
団
新
報
』
で
あ
る
。
本
誌
は
「
教
団
の
公
報
）
7
（

と
し
て
、
教
団
の
主
張
、

重
点
施
策
、
活
動
な
ど
を
P
R
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
前
身
は
植
村
正
久
の
創
刊
に
な
る
『
福
音
新
報
』
で
あ
り
、
名
称
等
変
更

は
あ
る
が
、
公
報
と
し
て
の
性
格
は
引
き
継
い
で
い
る
）
8
（

。
一
九
六
九
年
か
ら
判
型
を
タ
ブ
ロ
イ
ド
に
、
頁
数
を
四
頁
に
変
更
し
た
）
9
（

。『
教
団

新
報
』
の
編
集
方
針
は
時
代
毎
に
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
一
九
六
七
年
前
後
に
絞
っ
て
見
よ
う
。
そ
の
編
集
委
員
会
に
よ
れ
ば
編

集
方
針
は
「
ニ
ュ
ー
ス
性
よ
り
も
解
説
記
事
に
重
点
を
お
き
、
教
団
の
現
状
と
問
題
点
を
あ
や
ま
り
な
く
伝
え
る
と
と
も
に
、
教
区
や
教
会

と
対
話
を
か
わ
し
て
ゆ
く
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
）
10
（

。
言
い
換
え
れ
ば
「
教
団
の
方
向
に
対
す
る
正
確
な
認
識
）
11
（

」
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
一
月
に
紙
名
を
『
基
督
教
新
報
』
か
ら
『
教
団
新
報
』
へ
と
改
題
し
た
）
12
（

。
発
行
部
数
を
見
る

と
、
一
九
六
四
年
四
月
か
ら
全
教
会
、
伝
道
所
に
一
部
ず
つ
無
料
配
布
を
実
施
し
）
13
（

、
一
九
六
六
年
現
在
四
〇
〇
〇
部
を
発
行
し
て
い
る
）
14
（

。
近

年
、
一
九
四
一
年
号
か
ら
二
〇
〇
七
年
発
行
ま
で
の
も
の
が
D
V
D
に
収
め
ら
れ
た
）
15
（

。
本
稿
で
は
そ
れ
を
主
と
し
て
用
い
て
い
る
。

第
二
は
『
韓
国
基
督
公
報
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
四
六
年
に
創
刊
さ
れ
た
も
の
で
、「
解
放
」
以
後
、
最
初
の
週
刊
新
聞
で
あ
っ
た
）
16
（

。

一
九
五
四
年
四
月
に
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
の
総
会
﹇
日
本
で
言
え
ば
、
大
会
）
17
（

﹈
で
教
団
機
関
紙
と
し
て
深
め
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い

る
）
18
（

。
一
九
八
八
年
か
ら
は
縮
刷
版
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
一
年
に
は
A
4
サ
イ
ズ
の
約
三
〇
〇
〇
頁
分
量
の
『
韓
国
基
督
公
報
索

引
事
典
』
が
発
行
さ
れ
た
。
そ
の
序
文
に
そ
の
新
聞
が
、
半
世
紀
の
歩
み
を
通
し
て
長
老
派
教
団
だ
け
で
は
な
く
、
韓
国
教
会
を
代
弁
す
る

新
聞
と
し
て
歩
ん
で
来
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
韓
国
教
会
史
研
究
に
お
い
て
重
要
な
史
料
で
あ
る
）
19
（

。

第
三
は
『
大
韓
督
教
長
老
会
会
報
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
五
七
年
七
月
に
創
刊
さ
れ
た
韓
国
基
督
教
長
老
会
（
以
下
、
場
合
に
よ
っ
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て
「
大
韓
基
督
教
長
老
会
」
と
混
用
す
る
）
の
機
関
紙
（
月
刊
）
で
あ
る
。
創
刊
号
に
は
そ
の
使
命
を
「
簡
単
な
説
教
と
論
文
を
掲
載
し
つ

つ
、
主
に
総
会
と
老
会
と
各
個
教
会
の
ニ
ュ
ー
ス
、
そ
し
て
総
会
の
傘
下
に
あ
る
す
べ
て
の
団
体
機
関
の
ニ
ュ
ー
ス
と
対
外
教
界
ニ
ュ
ー
ス

を
伝
え
る
こ
と
」
に
し
て
い
る
）
20
（

。
こ
れ
は
韓
国
基
督
教
長
老
会
の
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
で
検
索
可
能
な
の
で
そ
れ
を
用
い
て
い
る
）
21
（

。

第
四
は
、『
日
本
基
督
教
団
総
会
報
告
書
』
で
あ
る
。
こ
の
資
料
は
市
販
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
日
本
基
督
教
団
宣
教
研
究
所
所
蔵
の
も

の
を
参
照
し
て
い
る
）
22
（

。

第
五
は
、『
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
会
議
録
』
で
あ
る
。
一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
八
六
年
ま
で
の
会
議
録
が
全
一
九
巻
で
収
め
ら
れ

て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
そ
れ
を
用
い
る
）
23
（

。

第
六
は
、『
韓
国
基
督
教
長
老
会
総
会
会
議
録
』
で
あ
る
。
こ
れ
も
前
述
の
『
大
韓
督
教
長
老
会
会
報
』
と
同
じ
よ
う
に
、
ウ
ェ
ブ
・
サ

イ
ト
で
検
索
可
能
で
あ
る
）
24
（

。

第
七
は
、『
福
音
と
世
界
』（
新
教
出
版
社
）
で
あ
る
。
一
九
五
二
年
に
創
刊
さ
れ
た
。
森
岡
巌
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
寄
稿
し
た
文
章
で

本
誌
が
「
日
本
基
督
教
団
を
中
心
と
す
る
教
会
の
形
成
と
革
新
の
課
題
を
追
求
し
、
世
界
教
会
的
・
ア
ジ
ア
的
視
野
）
25
（

」
を
持
っ
て
い
る
と
言

う
が
、
現
状
と
は
異
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
九
六
〇
年
代
半
ば
出
版
の
も
の
に
は
、
日
韓
関
係
に
つ
い
て
の
資
料
が
多
数
あ
る

の
で
、
そ
れ
ら
を
有
効
に
用
い
る
。
例
え
ば
後
述
の
呉
允
台
牧
師
が
書
い
た
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
）
26
（

。

本
論
文
と
関
連
の
あ
る
先
行
研
究
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
に
、
日
韓
の
教
会
の
交
流
に
携
わ
っ
て
い
た
呉
允
台
の
『
日

韓
キ
リ
ス
ト
教
交
流
史
』
が
あ
る
）
27
（

。
一
九
六
八
年
の
出
版
物
で
あ
る
が
、
前
述
の
「
宣
教
協
約
」
締
結
当
時
の
状
況
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て

い
る
）
28
（

。
一
九
七
二
年
に
来
日
し
九
三
年
の
帰
国
ま
で
日
韓
の
関
係
に
影
響
を
与
え
て
い
る
池
明
観
の
著
書
『
日
韓
関
係
史
研
究
』
が
あ
る
。

そ
れ
は
論
文
集
で
、
そ
の
中
の
「
韓
国
の
マ
ス
コ
ミ
を
通
し
て
見
た
日
韓
関
係
史
」
と
い
う
論
文
は
「
解
放
」
以
降
の
時
代
区
分
を
試
み
て

い
る
）
29
（

。
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
多
く
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
一
九
六
五
年
以
降
の
日
韓
交
流
に
関
わ
る
内
容
で
、
啓
発
さ

れ
る
近
年
の
も
の
と
し
て
、
徐
正
敏
の
『
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
関
係
史
研
究
』
が
あ
る
）
30
（

。
こ
の
本
は
戦
前
に
お
け
る
日
韓
教
会
の
歴
史
が
中
心
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と
な
っ
て
い
る
。
一
九
六
七
年
に
注
目
し
、
ま
た
、
長
老
派
教
会
と
の
交
流
に
視
点
を
置
い
て
い
る
本
稿
と
の
直
接
的
関
連
は
薄
い
。

1　

日
本
基
督
教
団
と
「
韓
国
三
教
会
」
と
の
宣
教
協
約

（
1
）
協
約
の
内
容

一
九
六
七
年
に
「
日
本
基
督
教
団
」
は
『
日
本
基
督
教
団
総
会
報
告
書
』
の
言
う
「
韓
国
三
教
会
」
と
協
約
を
結
ん
だ
。
一
九
四
五
年
八

月
一
五
日
以
降
、
二
一
年
を
経
て
よ
う
や
く
協
約
を
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
そ
の
協
約
の
内
容
を
見
よ
う
。

協
約
の
序
文
の
よ
う
な
箇
所
で
は
、
協
約
の
主
体
が
「
日
本
基
督
教
団
と
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
、
基
督
教
大
韓
監
理
会
、
韓
国
基
督
教

長
老
会
」
と
な
っ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
、
協
約
の
内
容
は
「
両
国
に
お
け
る
過
去
の
傷
つ
い
た
歴
史
を
ふ
り
か
え
り
つ
つ
、
こ
こ
に
和
解
の

福
音
に
立
っ
て
新
し
く
主
に
あ
る
友
好
親
善
の
深
い
交
わ
り
を
願
い
、
相
互
に
宣
教
活
動
の
た
め
）
31
（

」
協
約
を
取
り
交
わ
す
も
の
と
記
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
協
約
事
項
が
四
つ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
は
宣
教
の
た
め
の
積
極
的
努
力
と
協
力
を
す
る
た
め
に
人
事
交
流
を
す
る
。
第

二
に
相
互
の
連
絡
は
委
員
（
会
）
を
通
し
て
行
う
。
第
三
は
相
互
が
出
来
る
限
り
宣
教
に
関
す
る
資
料
を
交
換
す
る
。
第
四
は
相
互
が
広
く

エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
視
野
に
立
っ
て
協
力
を
推
進
す
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
）
32
（

。

（
2
）「
韓
国
三
教
会
」
と
は

既
述
の
「
韓
国
三
教
会
」
と
い
う
表
現
は
適
切
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
ま
ま
の
表
現
で
は
、
韓
国
に
あ
る
三
つ
の
単
立
教
会
の
よ
う
に
聞
こ
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え
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
後
述
の
よ
う
に
「
韓
国
三
教
団
」
と
表
現
し
た
い
。
韓
国
側
で
の
「
宣
教
協
約
」
の
主
体
が
「
教

団
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
究
明
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
当
時
の
『
教
団
新
報
』
に
は
高
い
頻
度
で
韓
国
の
長
老
派
教
団
の
名
前
が
登
場

す
る
こ
と
か
ら
、
正
し
い
理
解
を
深
め
る
た
め
に
も
、
わ
れ
わ
れ
は
韓
国
に
お
け
る
教
派
分
裂
の
経
緯
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

戦
前
に
韓
国
で
長
老
派
教
会
と
言
え
ば
、
一
九
一
二
年
九
月
一
二
日
に
第
一
回
総
会
﹇
大
会
﹈
か
ら
始
ま
っ
た
「
イ
エ
ス
教
長
老
会
朝
鮮

総
会
」
し
か
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
）
33
（

。（
一
九
四
九
年
四
月
二
二
日
、
そ
れ
が
「
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
）
34
（

」
と
い
う
名
称
に
変
わ
っ
た
の
で
、

本
稿
で
は
戦
前
、
戦
後
の
区
分
な
し
に
、「
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
」
と
混
用
す
る
）。
分
裂
の
連
続
で
一
九
五
〇
年
代
に
な
る
と
、
韓
国
の

長
老
派
教
団
は
少
な
く
と
も
四
つ
に
な
る
。

第
一
は
、
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
（「
高
麗
派
」、
あ
る
い
は
「
高
神
派
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
「
解

放
」
の
後
、
神
社
参
拝
を
拒
否
し
収
監
さ
れ
て
い
た
人
々
が
出
監
さ
れ
る
と
、
彼
ら
は
一
九
四
六
年
に
「
高
麗
神
学
校
」
を
設
立
し
た
。
大

韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
が
一
九
五
一
年
五
月
二
四
日
に
そ
の
神
学
校
を
「
正
式
に
断
罪
）
35
（

」
し
た
の
で
、
一
九
五
二
年
九
月
一
一
日
に
そ
の

神
学
校
を
中
心
と
し
た
「
高
神
派
」
が
分
派
さ
れ
た
。
分
裂
の
主
な
原
因
は
「
神
社
参
拝
を
し
た
牧
師
た
ち
の
無
反
省
及
び
﹇
彼
ら
の
﹈
教

権
の
継
続
的
掌
握
に
対
す
る
﹇
神
社
参
拝
拒
否
者
た
ち
か
ら
の
﹈
反
発
）
36
（

」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
九
五
六
年
の
教
団
の
会
議
で
の
構
成
メ
ン

バ
ー
は
、
教
会
数
が
五
六
八
、
信
徒
数
が
一
万
五
三
五
〇
名
、
牧
師
数
が
一
一
一
名
で
あ
っ
た
の
で
）
37
（

、
当
時
と
し
て
大
き
な
規
模
で
は
な

か
っ
た
。
教
派
的
性
格
は
神
社
参
拝
を
拒
否
し
た
と
い
う
伝
統
を
掲
げ
て
お
り
、
他
の
長
老
派
教
団
よ
り
排
他
的
で
あ
る
。「
宣
教
協
約
」

の
「
韓
国
三
教
会
」
か
ら
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。

第
二
は
、「
韓
国
基
督
教
長
老
会
」
の
分
裂
で
あ
る
（
分
裂
当
初
は
「
大
韓
基
督
教
長
老
会
」
で
あ
っ
た
が
、
後
に
「
韓
国
基
督
教
長
老

会
」
に
変
更
さ
れ
た
。
別
称
で
「
基
長
派
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
）。
そ
の
前
身
は
戦
前
に
建
て
ら
れ
た
「
朝
鮮
神
学
校
」
に
さ
か
の
ぼ
る
。

韓
国
で
長
老
派
教
会
の
神
学
校
と
し
て
初
め
て
一
九
〇
一
年
に
設
立
さ
れ
た
平
壌
の
長
老
会
神
学
校
は
一
九
三
八
年
五
月
に
、
日
本
帝
国
主

義
に
よ
る
神
社
参
拝
の
強
要
を
拒
否
す
る
た
め
に
休
校
に
入
っ
た
。
し
か
し
、
同
年
﹇
一
九
三
八
年
﹈
九
月
に
は
、
朝
鮮
イ
エ
ス
教
長
老
会
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総
会
が
神
社
参
拝
の
決
行
を
決
議
し
た
た
め
、
平
壌
長
老
会
神
学
校
が
閉
校
さ
れ
る
と
、
当
時
の
「
進
歩
的
な
自
由
主
義
的
神
学
の
陣
営
）
38
（

」

の
人
々
は
、
一
九
三
九
年
に
「
朝
鮮
神
学
校
」
を
設
立
し
た
。
中
心
人
物
は
青
山
学
院
神
学
部
出
身
の
金
在
俊
で
あ
る
が
、
大
韓
イ
エ
ス
長

老
会
総
会
か
ら
次
の
よ
う
に
罷
免
さ
れ
た
。「
金
在
俊
氏
は
第
三
六
回
総
会
決
議
に
違
反
す
る
聖
書
誤
謬
説
を
主
張
し
た
た
め
、
懲
戒
条
例

第
六
章
四
二
条
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ス
の
名
と
そ
の
職
権
で
牧
師
職
を
罷
免
し
、
ま
た
そ
の
職
に
関
す
る
行
為
を
禁
ず
る
）
39
（

」。

一
九
五
四
年
六
月
一
〇
日
に
、
金
在
俊
を
中
心
と
し
て
「
福
音
の
自
由
、
神
学
研
究
の
自
由
を
掲
げ
て
）
40
（

」、「
大
韓
基
督
教
長
老
会
」
と
い

う
教
派
に
分
裂
し
た
。
そ
こ
に
、
当
時
「
自
由
主
義
的
神
学
）
41
（

」
的
傾
向
に
あ
っ
た
カ
ナ
ダ
宣
教
部
が
合
流
し
た
こ
と
は
大
韓
基
督
教
長
老
会

の
性
格
を
よ
く
表
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
一
九
七
〇
年
代
の
韓
国
の
民
主
化
闘
争
に
は
こ
の
教
団
が
積
極
的
に
関
わ
っ
た
）
42
（

。
当
時
の
所
属
教

会
数
が
五
六
八
、
牧
師
が
二
九
一
名
、
信
徒
が
二
万
一
九
一
七
名
で
あ
っ
た
の
で
）
43
（

、
こ
の
教
団
も
規
模
面
で
は
小
さ
い
が
、
日
本
基
督
教
団

と
「
宣
教
協
約
」
を
結
ん
だ
。

続
い
て
、
W
C
C
加
盟
の
問
題
で
分
裂
が
起
き
た
。
一
九
五
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
韓
国
の
長
老
派
教
会
の
三
番
目
の
分
裂
と

な
っ
た
。
加
盟
を
巡
る
賛
成
派
と
反
対
派
の
対
立
の
結
果
、
賛
成
派
が
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
「
統
合
派
」
と
な
り
、
反
対
派
が
「
合
同

派
」
と
な
っ
た
。
分
裂
当
時
、
中
心
勢
力
を
見
る
と
、
統
合
派
は
「
す
べ
て
の
宣
教
部
の
宣
教
師
た
ち
と
彼
ら
の
経
営
し
て
い
る
機
関
、
学

校
、
病
院
な
ど
と
関
連
の
あ
る
韓
国
人
牧
師
、
長
老
、
そ
し
て
国
際
関
係
に
あ
る
す
べ
て
の
人
々
」
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
一
方
、
合
同

派
は
「
朴
亨
龍
に
よ
る
保
守
神
学
と
信
仰
を
そ
の
ま
ま
守
ろ
う
と
す
る
人
々
」
が
中
心
と
な
っ
て
教
団
が
形
成
さ
れ
た
）
44
（

。
現
在
も
分
裂
当
時

と
変
わ
ら
ず
神
学
的
に
は
、「
合
同
派
」
が
「
統
合
派
」
よ
り
保
守
的
で
あ
る
。「
宣
教
協
約
」
を
結
ん
だ
の
は
統
合
派
だ
け
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
当
時
『
教
団
新
報
』
の
記
事
の
中
で
「
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
」
と
あ
る
の
は
「
統
合
派
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
、
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
韓
国
三
教
会
」
と
の
関
連
で
神
学
的
傾
向
を
言
え
ば
、
韓
国
基
督
教
長
老
会
の
韓
国
神
学
大
学
は
進
歩
的
で
自
由
主
義
的
で
あ
り
、
統

合
派
の
長
老
会
神
学
大
学
校
の
神
学
的
路
線
は
「
中
道
）
45
（

」
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
以
下
、
本
稿
で
「
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
」
と
は
「
統
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合
派
」
を
意
味
す
る
）。

以
上
の
よ
う
に
、『
日
本
基
督
教
団
総
会
報
告
書
』
の
言
う
「
韓
国
三
教
会
」
と
い
う
表
現
は
曖
昧
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
三
つ
の
「
教
派
」

的
組
織
と
な
り
、
各
々
が
「
教
団
」
と
し
て
独
立
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
言
い
方
は
「
韓
国
三
教
団
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。

2　
「
宣
教
協
約
」
を
結
ぶ
前
後
の
日
韓
教
会
の
動
き

（
1
）
大
村
勇
議
長
が
韓
国
基
督
教
長
老
会
総
会
に
参
席
（
一
九
六
五
年
九
月
）

一
九
六
五
年
六
月
二
二
日
に
日
韓
基
本
条
約
が
調
印
さ
れ
た
。
九
月
に
は
日
本
基
督
教
団
総
会
議
長
が
初
め
て
韓
国
教
会
を
訪
問
し
た
。

こ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
事
実
が
あ
っ
た
の
か
。

韓
国
教
会
と
の
交
流
を
巡
っ
て
日
本
基
督
教
団
は
「
一
九
六
五
年
九
月
二
五
日
〜
三
〇
日
開
催
さ
れ
た
韓
国
基
督
教
長
老
会
第
五
〇
回
総

会
に
、
大
村
議
長
を
教
団
代
表
と
し
て
派
遣
し
た
）
46
（

」。
大
村
は
訪
韓
後
に
『
教
団
新
報
』
が
載
せ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、
今
後
の
日
韓

教
会
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
韓
国
の
教
会
は
「
長
い
歴
史
を
貫
い
て
、
民
族
の
苦
難
の
中
で
、
民
族
の

精
神
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
」
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
韓
国
の
教
会
が
求
め
て
い
る
の
は
、「
儀
礼
的
謝
罪
で
は
な
く
、
日
本
の

教
会
の
今
後
の
姿
勢
」
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
）
47
（

。

韓
国
基
督
教
長
老
会
の
第
五
〇
回
の
総
会
に
お
い
て
大
村
議
長
は
祝
辞
を
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
こ
と
に
留
め
た

い
。
次
の
よ
う
な
内
容
は
過
去
の
歴
史
に
対
す
る
謝
罪
で
あ
る
。
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こ
の
機
会
に
、
わ
た
く
し
は
ま
ず
最
初
に
、
長
く
重
苦
し
く
わ
た
く
し
の
心
を
圧
し
て
お
お
り
ま
し
た
事
柄
に
つ
き
、
素
直
に

申
し
述
べ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
終
結
以
前
、
三
十
六
年
に
わ
た
り
、
日
本
統
治
下
に
あ
っ
た
貴
国
の
皆
さ
ま
に
対

し
、
日
本
政
府
お
よ
び
日
本
国
民
が
犯
し
ま
し
た
数
数
の
政
治
的
な
、
ま
た
人
権
上
の
罪
悪
に
つ
き
、
日
本
の
教
会
と
し
て
深

く
悔
い
改
め
る
と
と
も
に
、
心
か
ら
謝
罪
い
た
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
…（
中
略
）…
従
来
、
日
本
基
督
教
団
は
貴
教
会
と

必
ず
し
も
十
分
な
る
連
帯
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
十
分
に
反
省
い
た
し
、
今
後
は
こ

れ
を
機
会
に
相
互
の
理
解
と
交
わ
り
を
深
め
、
密
接
な
る
教
会
的
連
絡
の
も
と
に
、
主
キ
リ
ス
ト
よ
り
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
共
同
の

責
任
を
果
た
し
た
い
と
願
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。
…
…
一
九
六
五
年
九
月
二
五
日
日
本
基
督
教
団
総
会
議
長　

大
村
勇
）
48
（

。

興
味
深
い
の
は
大
村
議
長
の
訪
韓
に
つ
い
て
の
韓
国
の
教
団
の
反
応
で
あ
る
。
韓
国
の
二
つ
の
長
老
教
団
の
中
で
、
韓
国
基
督
教
長
老
会

の
資
料
に
は
簡
単
で
は
あ
る
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

韓
国
基
督
教
長
老
会
の
機
関
紙
『
韓
国
基
督
教
長
老
会
会
報
』
に
は
「
今
回
の
総
会
で
は
、
…
…
日
本
基
督
教
団
の
﹇
総
会
﹈
議
長
大
村

勇
博
士
及
び
わ
れ
わ
れ
の
同
胞
の
教
会
で
あ
る
在
日
大
韓
基
督
教
会
の
総
会
長
丁
仁
寿
牧
師
ら
が
わ
れ
わ
れ
の
総
会
を
訪
問
し
共
に
礼
拝

を
捧
げ
祝
辞
を
述
べ
、
我
が
教
団
と
の
関
係
を
更
に
深
く
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
…
…
特
に
日
本
基
督
教
団
で
は
韓
国
教
会
に
送
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
﹇
前
記
引
用
箇
所
の
大
村
議
長
の
祝
辞
の
こ
と
﹈
を
送
っ
て
く
れ
た
。
日
本
基
督
教
団
常
任
委
員
会
の
決
議
を
終
え
た
こ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
お
い
て
、
彼
ら
は
三
六
年
間
に
わ
た
っ
て
日
本
が
韓
国
に
対
し
て
犯
し
た
全
て
の
罪
過
に
つ
い
て
、
日
本
の
全
国
民
を
代
表
し
て

謝
罪
し
て
い
る
と
述
べ
、
和
解
の
道
を
開
い
た
）
49
（

」、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
箇
所
で
、
大
村
議
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
た
こ
と
に
つ
い

て
、「
こ
れ
で
世
界
教
会
が
一
つ
の
教
会
で
あ
り
、
そ
の
中
の
全
て
の
信
徒
が
一
つ
の
体
と
な
る
兄
弟
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
間
に
は
「
和
解
」
へ
の
扉
が
開
い
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
は
、
呉
允
台
に
よ
れ
ば
大
村
牧
師
の
来
訪
を
断
わ
っ
た
の
で
あ
る
）
50
（

。
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
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お
そ
ら
く
、
丁
度
二
か
月
前
（
六
五
年
六
月
）
に
日
韓
基
本
条
約
批
准
反
対
集
会
が
そ
の
教
団
指
導
者
・
韓
景
職
牧
師
を
中
心
と
し
て
行
わ

れ
、
日
本
に
対
す
る
感
情
が
よ
く
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
日
本
基
督
教
団
に
対
す
る
韓
国
の
両
教
団
の
見
方
の
違
い
が

あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
2
）
宣
教
協
約
と
鈴
木
正
久
議
長
の
訪
韓
に
つ
い
て

一
九
六
七
年
七
月
二
六
日
〜
八
月
一
日
、
韓
国
の
三
つ
の
教
団
の
代
表
が
来
日
し
、「
韓
国
三
教
会
と
教
団
と
の
協
約
」
を
起
草
し
た
）
51
（

。

そ
の
後
一
九
六
七
年
九
月
二
〇
日
〜
二
四
日
に
鈴
木
正
久
議
長
と
木
村
知
己
書
記
が
韓
国
の
三
教
団
を
訪
問
し
た
、
と
『
第
一
五
回
日
本
基

督
教
団
総
会
報
告
書
』
に
記
さ
れ
て
い
る
）
52
（

。

そ
こ
で
鈴
木
議
長
に
よ
る
韓
国
三
教
団
の
訪
問
記
を
見
よ
う
。
一
九
六
七
年
の
一
一
月
一
八
日
付
の
『
教
団
新
報
』
に
は
「
現
地
の
反
響

を
み
る
――
韓
国
三
教
会
訪
問
」
と
い
う
題
の
記
事
が
あ
る
（
こ
こ
で
、
当
時
延
世
大
学
校
の
所
在
地
を
「
平
壌
」
と
紹
介
し
て
い
る
の
は

大
間
違
い
で
、
韓
国
に
対
す
る
認
識
の
ズ
レ
が
見
ら
れ
る
）。

鈴
木
議
長
の
訪
韓
に
関
す
る
記
事
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
訪
韓
の
最
初
の
日
（
九
月
二
〇
日
）、
ソ
ウ
ル
の
ア
ヒ
ョ
ン
・
メ
ソ

ジ
ス
ト
教
会
で
挨
拶
を
し
た
。
そ
こ
で
は
、「
あ
の
暗
い
戦
時
中
、
韓
国
の
人
々
に
対
し
て
日
本
の
教
会
が
、
キ
リ
ス
ト
の
教
会
と
し
て
正

し
い
態
度
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
鈴
木
先
生
は
、
教
団
議
長
と
し
て
、
神
の
前
で
韓
国
の
人
た
ち
に
ま
ず
わ
び
て
か
ら
、
救
い

の
喜
び
、
復
活
の
望
み
、
主
に
あ
る
兄
弟
姉
妹
の
交
わ
り
の
喜
び
を
、
力
強
く
語
ら
れ
た
」
と
報
告
さ
れ
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
代
表
者
の

一
人
が
、「
深
い
感
銘
を
受
け
た
。
こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
集
ま
り
が
、
も
っ
と
早
く
あ
る
べ
き
だ
っ
た
」
と
語
っ
た
）
53
（

と
記
さ
れ
て
い
る
。。

こ
の
時
鈴
木
議
長
は
韓
国
の
二
つ
の
長
老
教
団
で
も
講
演
な
ど
を
行
っ
た
が
、
韓
国
の
両
教
団
の
会
議
録
に
は
何
も
言
及
が
な
い
の
で
、

『
教
団
新
報
』
か
ら
韓
国
基
督
教
長
老
会
の
議
長
の
話
を
引
用
し
よ
う
）
54
（

。
当
時
の
総
会
議
長
で
あ
っ
た
姜
元
竜
牧
師
は
、「
今
度
、
日
基
教

ky5123韓国長老派d.indd   94 12.7.15   2:29:49 PM



95 戦後の韓国長老派教会と日本基督教団の交流の事情

団
議
長
に
講
演
を
依
頼
し
た
の
は
、
韓
国
教
会
が
、
世
界
教
会
の
中
で
、
特
に
ア
ジ
ア
教
会
の
中
で
考
え
動
い
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
、
切
実
に
感
じ
て
い
る
か
ら
だ
。
韓
国
教
会
の
将
来
を
考
え
る
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
日
本
と
の
関
係
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
謝
罪
、

謝
罪
と
言
っ
て
も
、
何
の
具
体
的
、
建
設
的
な
実
り
の
な
い
こ
と
ば
を
聞
く
よ
り
も
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、
具
体
的
に
日
本
教
会
の
動
き

を
知
り
た
い
の
で
、
純
粋
な
意
味
で
の
講
演
を
願
っ
た
）
55
（

」。

鈴
木
議
長
の
訪
韓
に
つ
い
て
、
韓
国
の
長
老
教
団
の
反
応
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
韓
国
基
督
教
長
老
会
の
見
方
は
上
記
の
姜
元
竜
の
言

葉
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
よ
り
具
体
的
に
日
本
の
教
会
の
動
き
を
知
り
た
い
と
い
う
積
極
的
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
大
韓
イ
エ

ス
教
長
老
会
で
の
反
応
は
鈴
木
議
長
の
訪
韓
に
つ
い
て
資
料
に
は
記
録
が
な
く
「
冷
淡
」
と
言
っ
て
よ
い
。
二
〇
〇
三
年
に
そ
の
教
団
の
創

立
九
〇
周
年
記
念
で
出
版
さ
れ
た
『
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
教
会
史
』
は
、
鈴
木
牧
師
の
挨
拶
に
対
す
る
当
時
総
会
議
長
金
允
植
牧
師
の
答
辞

を
「
過
去
の
恐
し
い
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
韓
日
両
国
の
教
会
は
交
わ
り
を
深
め
て
新
し
い
歴
史
の
た
め
に
協
力
す
べ
き
で
し
ょ

う
」
と
語
っ
た
こ
と
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
の
答
辞
は
出
典
不
詳
で
、
資
料
と
し
て
確
認
で
き
な
い
）
56
（

。
澤
正
彦
が
『
教
団
新
報
』
の

記
事
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
鈴
木
議
長
の
講
演
に
心
を
閉
ざ
し
て
い
た
人
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、「
植
民
地
時
代
に
、
警
察
か
ら
の
迫
害
を
経
験
し
た
牧
師
・
長
老
た
ち
は
鈴
木
議
長
の
講
演
に
耳
を
傾
け
な
か
っ
た
）
57
（

」。

（
3
）
な
ぜ
、
二
〇
年
以
上
の
時
間
が
か
か
っ
た
の
か

こ
こ
で
、
な
ぜ
二
〇
年
も
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
を
、
①
韓
国
の
国
内
情
勢
、
②
反
日
感
情
、
③
日
韓
条
約
批
准
反
対
運
動
の
三
つ
の

点
か
ら
考
察
す
る
。
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①
韓
国
の
国
内
情
勢

一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
に
日
本
の
植
民
値
支
配
か
ら
「
解
放
」
さ
れ
、
一
九
四
八
年
に
「
大
韓
民
国
」
政
府
が
樹
立
さ
れ
た
。
し
か

し
、
一
九
五
〇
年
四
月
に
韓
国
の
長
老
派
教
会
の
内
部
で
大
き
な
紛
争
が
起
き
、
遂
に
六
月
に
は
「
朝
鮮
戦
争
」
が
勃
発
し
た
。「
釜
山
ま

で
下
っ
て
行
っ
た
韓
国
長
老
教
会
は
、
一
九
五
一
年
五
月
二
四
日
、
開
か
れ
た
総
会
（
第
三
六
回
の
継
続
）
に
お
い
て
、
高
麗
神
学
校
派
を

正
式
に
断
罪
）
58
（

」
す
る
程
、戦
争
の
最
中
に
あ
っ
て
も
教
会
は
内
部
紛
争
中
で
あ
っ
た
。
そ
の
戦
争
を
体
験
し
た
神
学
者
韓
哲
河
が
「
六
・
二
五

動
乱
﹇
朝
鮮
戦
争
﹈
中
に
、
韓
国
教
会
は
、
次
の
よ
う
な
点
で
、
羞
恥
に
み
ち
た
歴
史
を
記
録
し
た
と
結
論
を
下
さ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ

う
。
六
・
二
五
を
経
た
韓
国
教
会
の
姿
は
、
民
族
と
共
に
受
難
し
て
ゆ
く
姿
と
い
う
よ
り
も
、
救
助
の
浪
に
乗
っ
て
、
受
難
を
避
け
、
動
き

ま
わ
っ
た
姿
で
あ
っ
た
）
59
（

」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
韓
国
教
会
は
自
己
保
存
し
か
考
え
る
余
地
が
な
か
っ
た
。
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

た
教
会
、
一
九
五
三
年
の
「
休
戦
」
の
後
に
も
韓
国
教
会
は
自
己
中
心
に
落
ち
て
、
前
向
き
の
姿
勢
で
日
本
の
教
会
と
関
係
回
復
を
結
ぶ
余

裕
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一
九
六
〇
年
に
あ
っ
た
二
つ
の
革
命
、
六
〇
年
の
「
四
・
一
九
学
生
革
命
」、
六
一
年
の
「
五
・
一
六
軍
事
革
命
」

の
時
に
も
、
韓
国
教
会
は
自
己
保
存
に
力
が
奪
わ
れ
て
、
日
本
の
教
会
と
交
流
を
試
み
る
余
裕
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

②
反
日
感
情

韓
国
に
お
い
て
民
主
化
闘
争
の
時
代
、
韓
国
か
ら
来
日
し
日
韓
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
池
明
観
は
韓
国
の
日
刊
紙
『
東
亜
日
報
』
を
資

料
と
し
、
一
九
四
五
年
か
ら
約
五
〇
年
間
の
日
韓
の
関
係
史
を
時
代
区
分
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
五
〇
年
ま
で
を

戦
後
史
に
お
け
る
「
反
日
の
原
点
」
と
設
定
し
、
一
九
五
〇
年
か
ら
一
九
六
一
年
ま
で
を
「
日
韓
国
交
再
開
へ
の
歩
み
」、
一
九
六
一
年
か

ら
一
九
六
五
年
ま
で
を
「
日
韓
条
約
の
成
立
と
反
対
の
戦
い
」
の
時
期
と
分
け
て
い
る
）
60
（

。
一
言
で
言
え
ば
「
解
放
」
以
降
、
一
九
六
五
年
ま

で
の
日
韓
関
係
の
中
に
流
れ
て
い
る
の
は
「
反
日
感
情
」
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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わ
れ
わ
れ
は
、
反
日
の
原
点
を
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
以
降
の
神
社
の
放
火
事
件
と
見
る
。
反
日
の
行
動
は
、
日
本
人
の
手
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
神
社
を
燃
や
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
森
田
芳
夫
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
五
年
に
韓
国
の
全
国
各
地
に
あ
っ
た
神
社
の
総

数
は
二
三
四
六
で
あ
っ
て
、
一
九
四
二
年
の
参
拝
者
数
が
二
六
四
万
八
三
六
五
名
、
一
日
平
均
の
参
拝
者
数
が
七
千
名
を
越
え
て
い
た
が
、

一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
の
夜
、
平
壌
神
社
が
放
火
さ
れ
た
こ
と
を
は
じ
め
と
し
、
相
次
い
で
各
地
の
神
社
が
破
壊
・
放
火
さ
れ
た
）
61
（

。
森
田

の
、
神
社
参
拝
は
「
朝
鮮
人
に
と
っ
て
は
民
族
弾
圧
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
不
満
が
神
社
や
奉
安
殿
に
向
け
ら
れ
た
）
62
（

」
と
い
う
指
摘
は
正
し

い
。
神
社
へ
の
放
火
は
戦
後
、
反
日
運
動
の
原
点
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
当
時
の
教
会
や
キ
リ
ス
ト
者
は
何
を
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
一
九
四
四
年
四
月
二
一
日
に
朱
基
徹
牧
師
が
平
壌
刑
務

所
で
殉
教
し
た
よ
う
に
、
神
社
参
拝
問
題
を
巡
っ
て
は
「
平
壌
」
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
解
放
」
後
、
八
月
一
七
日
に
は
神
社
参
拝

問
題
で
投
獄
さ
れ
た
約
二
十
人
の
牧
師
・
長
老
ら
が
平
壌
刑
務
所
か
ら
釈
放
さ
れ
た
）
63
（

。
し
か
し
、
八
月
二
七
日
に
な
る
と
「
ソ
連
軍
の
大
部

隊
が
平
壌
に
進
駐
）
64
（

」
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
教
会
は
新
し
い
局
面
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

③
日
韓
条
約
批
准
反
対
運
動

一
九
六
五
年
六
月
に
日
韓
条
約
が
調
印
さ
れ
る
と
、
当
初
日
韓
正
常
化
に
つ
い
て
は
賛
成
し
て
い
た
韓
国
の
教
会
は
、
調
印
さ
れ
た
日
韓

条
約
が
抗
日
闘
争
し
た
先
達
の
精
神
的
遺
産
を
蹂
躙
す
る
も
の
と
見
、
条
約
批
准
反
対
に
転
じ
た
）
65
（

。
日
韓
条
約
の
批
准
反
対
運
動
は
大
韓
イ

エ
ス
教
長
老
会
で
影
響
力
の
あ
る
韓
景
職
牧
師
が
主
導
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
た
。
日
本
に
対
す
る
彼
の
見
方
は
次
の
よ
う
な
説
教
に
お
い
て

表
れ
て
い
る
。
一
九
六
五
年
六
月
二
七
日
の
説
教
の
一
部
を
引
用
し
よ
う
。
韓
景
職
は
言
う
。

今
年
は
一
九
六
五
年
で
す
。
私
た
ち
は
六
〇
年
前
の
日
韓
保
護
条
約
の
苦
し
い
記
憶
を
今
で
も
持
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
前

に
日
韓
条
約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
国
民
の
間
に
は
少
な
く
な
い
不
安
と
恐
怖
心
を
抱
い
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
恐
ら
く
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日
韓
国
交
正
常
化
に
つ
い
て
、
そ
の
正
常
化
の
意
味
自
体
は
殆
ど
了
解
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
条
約
が

締
結
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
国
民
の
多
数
が
憤
慨
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
ま
ず
、
日
本
の
姿
勢
か
ら
来
た
と
思
い

ま
す
。
日
本
は
過
去
三
六
年
間
に
わ
た
っ
て
我
が
民
族
と
国
家
に
対
し
て
言
い
切
れ
な
い
罪
を
犯
し
ま
し
た
が
、
今
日
に
至
る

ま
で
懺
悔
と
謝
罪
の
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）
66
（

。

大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
の
機
関
紙
『
韓
国
基
督
公
報
』
の
一
九
六
五
年
七
月
と
八
月
の
紙
面
は
日
韓
条
約
批
准
反
対
運
動
に
関
す
る

記
事
で
満
ち
て
い
る
。
当
時
、
永
楽
教
会
で
「
国
家
の
た
め
の
祈
祷
会
」
が
開
か
れ
て
い
た
が
、
参
加
人
数
を
見
る
と
規
模
が
大
き
い
。

一
九
六
五
年
七
月
五
日
と
六
日
に
約
五
千
人
が
集
ま
っ
て
、「
国
民
よ
、
覚
醒
し
よ
う
！　

批
准
反
対
！
」
と
い
う
リ
ボ
ン
を
張
っ
て
抗
議

デ
モ
に
参
加
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
七
月
一
一
日
の
第
二
回
目
の
祈
祷
会
に
は
七
千
人
あ
ま
り
が
参
加
し
た
。
そ
の
中
で
説
教
者
は
、

「
過
去
に
失
わ
れ
た
主
権
が
再
び
奪
わ
れ
る
危
機
に
瀕
し
た
我
々
は
奮
発
し
て
立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
67
（

」
と
語
っ
た
。。
ま
た
、

二
千
五
百
人
あ
ま
り
が
参
加
し
た
八
月
一
日
の
集
会
で
「
日
本
の
キ
リ
ス
ト
者
」
へ
送
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
採
択
さ
れ
た
）
68
（

。

こ
こ
で
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
韓
国
キ
リ
ス
ト
者
の
反
日
感
情
が
日
本
の
キ
リ
ス
ト
者
に
対
し
て
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
反
日
と
い
う
の
は
、
日
本
の
「
新
植
民
政
策
」
に
対
し
て
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
彼
ら
は
日
韓
の
民
衆
、
キ
リ
ス
ト
者
の
間

で
関
係
改
善
を
願
っ
て
い
る
の
が
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
で
は
、
日
韓
の
両
国
が
近
く
て
遠
い
関
係
に

あ
る
の
は
、
韓
国
人
の
歴
史
運
営
に
過
ち
も
あ
る
が
、
日
本
の
伝
統
的
な
対
韓
侵
略
政
策
に
主
要
原
因
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て

「
日
韓
併
合
に
よ
っ
て
政
治
、
経
済
、
文
化
に
至
る
ま
で
半
世
紀
間
の
侵
略
が
韓
国
人
の
心
理
に
植
え
付
け
た
「
怨
恨
」
は
﹇
日
本
の
﹈
キ

リ
ス
ト
者
た
ち
が
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
深
刻
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
日
韓
条
約
の
批
准
が
強
行
さ
れ
る
と
、
両
国
民
の
間
に
親
善
よ
り

は
む
し
ろ
葛
藤
と
敵
意
が
激
化
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
指
摘
し
、
批
准
反
対
の
理
由
が
そ
こ
に
あ
る
」、
と
。「
日
韓
の
間
、
誠
の
交
わ
り
の

た
め
の
精
神
的
・
倫
理
的
な
基
盤
を
作
る
た
め
に
」、
ま
た
昔
か
ら
の
「
怨
恨
」
を
一
掃
す
る
た
め
に
、
日
韓
の
交
流
の
必
要
性
が
あ
り
、
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「
日
本
に
﹇
私
た
ち
と
﹈
同
じ
信
仰
を
持
つ
皆
さ
ま
も
私
た
ち
の
苦
し
み
を
諒
解
し
、
貴
国
内
で
の
対
韓
の
姿
勢
が
さ
ら
に
良
い
方
向
に
転

換
さ
れ
る
こ
と
に
協
力
し
て
く
だ
さ
れ
ば
私
た
ち
に
大
き
な
激
励
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
」
と
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
）
69
（

。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
祈
祷
会
に
前
記
の
『
基
督
公
報
』
に
よ
れ
ば
、
韓
国
基
督
教
長
老
会
の
金
在
俊
牧
師
も
参
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日

韓
条
約
批
准
反
対
運
動
が
教
派
を
越
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
反
日
の
雰
囲
気
が
流
れ
る
中
で
、
二
年
後
に
日
本

基
督
教
団
と
韓
国
の
長
老
派
教
会
が
宣
教
協
約
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
経
緯
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
韓
国
の
キ
リ
ス
ト

者
た
ち
の
本
心
に
「
主
に
お
い
て
ひ
と
つ
の
肢
体
）
70
（

」
と
し
て
の
日
本
の
教
会
と
「
和
解
」
を
願
っ
て
い
た
と
理
解
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

3　

日
本
基
督
教
団
に
対
す
る
韓
国
の
二
教
団
の
見
方

そ
れ
で
は
、
韓
国
の
二
つ
の
教
団
は
日
本
基
督
教
団
と
の
交
流
に
つ
い
て
ど
う
見
て
い
た
の
か
。
①
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
、
②
韓
国
基

督
教
長
老
会
に
分
け
て
考
察
す
る
。

（
1
）
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会

結
論
か
ら
言
え
ば
、
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
は
日
本
基
督
教
団
と
の
交
流
に
対
し
て
「
消
極
的
」
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
に
は
次

の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
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①
日
本
基
督
教
団
の
神
社
参
拝
問
題
へ
の
態
度
に
対
す
る
批
判

戦
前
、
日
本
基
督
教
会
は
神
社
参
拝
問
題
で
朝
鮮
の
長
老
派
教
会
に
つ
ま
ず
き
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
日
本
帝
国
主
義
に
よ
っ

て
神
社
参
拝
が
強
い
ら
れ
て
い
て
朝
鮮
の
長
老
教
会
が
困
窮
に
置
か
れ
て
い
た
時
に
、
当
時
の
日
本
基
督
教
会
は
神
社
参
拝
が
宗
教
で
な
い

と
い
う
こ
と
を
説
得
す
る
た
め
に
富
田
満
牧
師
を
朝
鮮
に
派
遣
し
た
。
彼
の
行
動
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

本
年
﹇
昭
和
一
三
年
﹈
六
月
よ
り
七
月
に
か
け
て
日
本
基
督
教
会
大
会
議
長
の
資
格
を
以
て
芝
教
会
牧
師
、
富
田
満
氏
が
朝
鮮

の
伝
道
旅
行
を
行
っ
た
七
月
一
日
平
壌
に
於
て
西
鮮
四
道
﹇
朝
鮮
半
島
の
西
側
、
平
安
南
道
、
平
安
北
道
、
を
指
す
で
あ
ろ

う
﹈
の
長
老
教
会
信
徒
の
代
表
者
百
数
十
名
と
一
堂
に
会
し
神
社
問
題
を
討
議
し
た
午
後
八
時
よ
り
翌
朝
午
前
四
時
迄
徹
宵
熱

心
真
剣
の
態
度
を
以
て
研
究
討
論
し
遂
に
神
社
参
拝
を
承
認
す
る
の
決
議
を
行
っ
た
）
71
（

。

一
九
四
二
年
に
「
日
本
基
督
教
団
」
が
創
立
さ
れ
た
が
、
一
九
四
三
年
五
月
に
は
韓
国
で
の
最
初
の
長
老
派
教
会
で
あ
り
現
在
の
大
韓
イ

エ
ス
教
長
老
会
所
属
の
「
セ
ム
ナ
ン
教
会
）
72
（

」
で
「
日
本
基
督
教
朝
鮮
長
老
教
団
」
が
発
足
し
た
。
そ
こ
か
ら
長
老
派
教
会
の
親
日
協
力
の
総

括
と
し
て
「
日
本
基
督
教
朝
鮮
長
老
教
団
実
践
要
目
」
が
全
国
の
教
会
に
配
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
）
73
（

。
そ
れ
は
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
に
と
っ

て
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
忌
わ
し
い
記
憶
で
あ
る
。
一
九
四
四
年
に
な
る
と
、
日
本
基
督
教
団
は
「
日
本
基
督
教
団
よ
り
大
東
亜
共

栄
圏
に
在
る
基
督
教
徒
に
送
る
書
翰
）
74
（

」
を
送
っ
た
。
そ
し
て
一
九
四
五
年
七
月
一
九
日
、「
解
放
」
の
一
ヶ
月
前
に
は
、
韓
国
に
残
存
し
て

い
た
諸
教
派
が
、
朝
鮮
総
督
府
の
指
示
に
よ
っ
て
、「
日
本
基
督
教
朝
鮮
教
団
」
と
し
て
完
全
に
統
合
さ
れ
た
の
で
あ
る
）
75
（

。
神
社
参
拝
の
記

憶
を
含
め
て
こ
れ
ら
の
記
憶
が
日
本
帝
国
主
義
の
強
制
に
よ
る
も
の
に
し
て
も
、
韓
国
の
キ
リ
ス
ト
者
、
と
り
わ
け
、
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老

会
は
日
本
基
督
教
団
に
対
し
て
「
怨
恨
」
を
抱
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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何
よ
り
も
、
強
制
さ
れ
た
に
せ
よ
神
社
に
参
拝
し
た
こ
と
に
彼
ら
は
自
ら
恥
を
感
じ
て
い
た
。
一
九
五
四
年
に
開
か
れ
た
第
三
九
回
大
韓

イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
に
お
い
て
、
彼
ら
は
一
九
三
八
年
の
総
会
で
決
議
し
た
神
社
参
拝
の
決
行
に
対
す
る
「
取
り
消
し
声
明
」
を
発
表
し

た
の
で
あ
る
。
李
源
永
が
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
議
長
に
選
ば
れ
た
の
は
、
一
九
五
四
年
の
第
三
九
回
の
総
会
で
あ
っ
た
。
彼
は
日
本

帝
国
主
義
の
時
代
に
、
神
社
参
拝
を
拒
否
し
た
と
い
う
理
由
で
、
三
回
に
わ
た
っ
て
収
監
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
拷
問
に
よ
っ
て
死
ぬ
状
態
ま
で

至
っ
た
が
、「
解
放
」
の
時
に
釈
放
さ
れ
た
。
そ
の
彼
が
、
総
会
議
長
に
選
ば
れ
る
と
、
総
会
は
神
社
参
拝
を
積
極
的
に
勧
め
た
以
前
の
総

会
（
一
九
三
八
年
九
月
）
で
の
決
議
を
取
り
消
す
声
明
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
声
明
書
要
旨
は
、
日
本
帝
国
主
義
か
ら
の
強
圧
に
よ
っ
て

神
社
参
拝
が
決
議
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
。
そ
の
決
議
が
神
の
戒
め
を
犯
し
て
い
た
の
で
、
今
回
の
総
会
に
お
い
て
取
り
消
す
と
い
う
内
容
で

あ
っ
た
）
76
（

。
そ
れ
に
関
し
て
『
韓
国
基
督
公
報
』
は
今
回
の
総
会
が
「
神
社
参
拝
の
拒
否
に
よ
っ
て
教
会
か
ら
除
名
さ
れ
た
信
徒
と
牧
会
者
に

復
権
さ
れ
る
道
が
開
か
れ
、
神
社
参
拝
の
問
題
に
よ
っ
て
お
互
い
に
信
頼
し
な
か
っ
た
人
々
が
和
解
し
、
第
三
三
回
総
会
以
来
、
分
裂
と
争

い
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
総
会
が
今
回
の
総
会
で
解
消
さ
れ
、
終
わ
り
を
告
げ
た
」
と
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
）
77
（

。

②
日
本
基
督
改
革
派
教
会
と
の
交
流
計
画
に
つ
い
て

日
本
基
督
教
団
総
会
議
長
の
大
村
牧
師
と
鈴
木
牧
師
が
訪
韓
し
た
年
の
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
（
統
合
）
の
会
議
録
を
見
る
と
、
日
本
基

督
教
団
に
関
す
る
内
容
は
皆
無
で
あ
る
。
協
約
の
締
結
の
後
に
も
沈
黙
し
て
い
た
の
で
あ
る
）
78
（

。
な
ぜ
か
。
そ
の
総
会
の
会
議
録
を
見
る
と
、

実
は
そ
の
教
団
が
日
本
の
他
の
教
団
と
交
流
を
結
ぼ
う
と
し
た
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
九
六
六
年
以
降
の
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
会
議
録
に
は
、
こ
の
教
団
が
日
本
基
督
改
革
派
教
会
と
交
流
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
見

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
日
本
基
督
教
恩
寵
教
会
の
常
葉
隆
興
牧
師
、
神
戸
市
神
戸
改
革
派
神
学
校
の
岡
田
稔
両
牧
師
と
手
紙
の
交
換
中
で

あ
る
。
常
葉
隆
興
牧
師
は
、
個
人
的
に
賛
成
で
あ
る
が
総
会
の
決
定
認
准
が
必
要
で
あ
る
と
言
い
、
岡
田
稔
牧
師
は
個
人
的
に
カ
ル
ヴ
ァ
ン

主
義
の
人
々
と
協
力
し
た
い
と
言
っ
た
）
79
（

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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一
九
六
七
年
の
総
会
会
議
録
に
は
「
日
本
の
神
戸
で
一
〇
月
中
旬
に
開
催
さ
れ
る
日
本
改
革
教
会
大
会
に
、
我
が
総
会
が
親
善
使
節
を
派

遣
す
る
こ
と
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
時
間
の
関
係
上
、
と
り
あ
え
ず
親
善
に
関
す
る
書
類
を
送
る
こ
と
が
よ
い
と
思
い
ま
す
）
80
（

」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
一
九
七
一
年
の
会
議
録
に
も
日
本
改
革
派
教
会
と
の
友
好
関
係
を
持
つ
た
め
に
代
表
を
派
遣
す
る
よ
う
請
願
書
が
出

さ
れ
て
い
る
）
81
（

。

大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
が
連
絡
し
よ
う
と
願
っ
て
い
た
日
本
の
教
会
の
牧
師
は
次
の
二
人
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
常
葉
隆
興
（
一
八 

九
七
―
一
九
七
七
）
は
、
一
九
一
八
年
に
植
村
正
久
か
ら
受
洗
、
一
九
二
三
年
に
東
京
神
学
社
を
卒
業
し
、
牧
師
と
な
っ
た
。
一
九
四
六
年

四
月
に
「
森
元
町
（
東
京
恩
寵
）
教
会
と
と
も
に
日
本
基
督
教
団
を
脱
退
、
日
本
基
督
改
革
派
教
会
創
立
に
参
加
、
創
立
大
会
議
長
を
務
め

た
）
82
（

」。
そ
し
て
も
う
一
人
、
岡
田
稔
は
、
第
二
回
大
会
の
議
長
で
あ
り
、
そ
の
神
学
校
と
関
わ
っ
て
い
る
。

敢
え
て
言
う
な
ら
ば
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
、
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
の
関
心
は
、
日
本
基
督
教
団
と
関
係
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
こ
と

に
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
神
社
参
拝
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
彼
ら
は
、
日
本
で
同
じ
神
学
背
景
を
持
つ

カ
ル
ヴ
ァ
ン
主
義
の
教
派
に
関
心
を
払
っ
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
韓
国
基
督
教
長
老
会

そ
れ
で
は
長
老
派
の
も
う
一
つ
の
教
派
、
韓
国
基
督
教
長
老
会
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
結
論
か
ら
言
っ
て
、
韓
国
基
督
教
長
老
会
は
日
本

基
督
教
団
と
の
交
流
に
つ
い
て
積
極
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
二
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
韓
国
基
督
教
長
老
会
が
「
世
界
教

会
の
形
成
を
指
向
」
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
日
本
基
督
教
団
と
の
厚
い
人
脈
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一

に
韓
国
基
督
教
長
老
会
の
機
関
紙
の
巻
頭
言
は
、
創
立
五
〇
周
年
に
大
村
勇
・
日
本
基
督
教
団
総
会
議
長
の
訪
問
に
つ
い
て
「
我
々
は
世
界

教
会
形
成
を
指
向
す
る
。
…
…
総
会
が
隣
国
の
教
会
の
お
祝
い
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
形
式
的
意
味
よ
り
、
ひ
と
つ
の
世
界
教
会
形
成
の
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た
め
に
信
念
と
誠
意
を
持
っ
て
努
力
す
る
一
歩
進
ん
だ
わ
が
総
会
の
姿
で
あ
る
）
83
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
交
流
へ
の
積
極
性
を
表
し
て
い
る
言
葉

で
あ
ろ
う
。
第
二
に
人
脈
関
係
に
つ
い
て
『
教
団
新
報
』
が
、
当
時
総
会
議
長
で
あ
っ
た
金
在
俊
を
「
人
」
と
い
う
欄
で
次
の
よ
う
に
紹
介

し
て
い
る
。「
青
山
学
院
神
学
部
を
昭
和
三
年
に
卒
業
（
大
村
勇
議
長
と
同
期
）」
し
た
。
そ
し
て
筆
者
自
身
は
朝
鮮
神
学
校
の
ユ
ン
校
長
の

時
代
に
、
日
本
人
教
授
と
し
て
招
聘
さ
れ
、「
終
戦
ま
で
金
在
俊
氏
と
同
僚
の
交
わ
り
を
も
つ
機
会
が
与
え
ら
れ
た
）
84
（

」
と
言
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
人
間
関
係
を
越
え
て
、
韓
国
基
督
教
長
老
会
と
日
本
基
督
教
団
と
の
関
係
の
親
密
性
を
表
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

結
び

一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
の
「
解
放
」
の
後
、
二
一
年
を
経
て
日
本
基
督
教
団
と
韓
国
の
三
つ
の
教
団
が
協
約
を
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

協
約
を
結
ぶ
の
に
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
長
い
期
間
が
か
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
韓
国
の
状
況
で
言
え
ば
、
本
稿
第
二
章
三
節
で

言
及
し
た
よ
う
に
朝
鮮
戦
争
が
あ
り
、
政
治
的
に
不
安
定
な
時
期
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
戦
後
か
ら
続
け
ら
れ
て
来
た

反
日
感
情
も
無
視
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
反
日
感
情
の
頂
点
は
日
韓
条
約
批
准
の
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。

そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
日
本
基
督
教
団
に
対
す
る
韓
国
の
二
つ
の
長
老
教
団
の
見
方
を
考
察
し
て
み
た
。
韓
国
基
督
教
長
老
会
は
大
韓
イ
エ

ス
長
老
会
よ
り
積
極
的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
究
明
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
、
大
韓
イ
エ
ス
長
老
会
の
方
が
消
極
的
で
あ
っ
た
の
か
。

わ
れ
わ
れ
は
両
国
教
会
の
関
係
に
つ
い
て
敢
え
て
「
積
極
的
」
あ
る
い
は
「
消
極
的
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
。
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会

が
日
本
基
督
教
団
と
の
関
係
に
消
極
的
に
な
っ
た
根
本
的
な
要
因
は
歴
史
問
題
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
神
社
参
拝
問
題
が

最
も
大
き
い
。
そ
の
問
題
に
よ
っ
て
殉
教
者
が
出
て
お
り
、
迫
害
だ
け
で
は
な
く
、
教
会
の
分
裂
を
も
経
験
し
た
の
で
あ
る
。
問
題
は
そ
の

加
害
者
が
誰
で
あ
っ
た
の
か
で
あ
る
が
、
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
日
本
基
督
教
団
と
同
一
視
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
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な
る
と
、
関
係
回
復
の
た
め
に
は
必
ず
「
和
解
」
と
い
う
道
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
と
日
本
基
督
教
団
の

間
に
は
、
日
本
基
督
教
団
と
韓
国
基
督
教
長
老
会
の
間
に
あ
っ
た｢

和
解｣

が
正
式
に
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
つ
ま
り
、

一
九
六
五
年
の
大
村
牧
師
の
訪
問
の
時
、
日
本
基
督
教
団
が
韓
国
基
督
教
長
老
会
に
送
っ
た
祝
辞
の
中
に
あ
っ
た
「
和
解
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

で
あ
る
）
85
（

。

一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
の
「
解
放
」
の
後
、
二
〇
年
が
過
ぎ
て
よ
う
や
く
日
韓
の
両
国
の
教
会
が
宣
教
協
約
を
結
ん
で
い
た
が
、

一
九
六
〇
年
代
の
交
流
の
積
極
性
は
そ
の
「
和
解
」
の
有
無
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
注

（
1
） 

詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
に
あ
る
。「
日
韓
教
会
交
流
史
研
究
――
日
韓
併
合
一
〇
〇
年
を
経
た
将
来
へ
向
け
た
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
会
の
協
力
基
盤

の
形
成
に
向
け
て
」、『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所 N

E
W

SLE
T

T
E

R

』
一
九
巻
五
号
、
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
、
四
〇
頁
。

（
2
） 『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所 N

E
W

SLE
T

T
E

R

』
一
九
巻
五
号
、
四
一
頁
。
な
お
、
長
老
会
神
学
大
学
校
と
の
共
同
研
究
の
成
果
を
発
表
す
る
研

究
会
が
二
〇
一
一
年
二
月
一
日
、
駒
込
、
聖
学
院
本
部
新
館
二
階
で
開
催
さ
れ
た
。
松
本
周
「
日
韓
教
会
交
流
史
研
究
会
﹇
報
告
﹈」、『
聖
学
院

大
学
総
合
研
究
所 N

E
W

SLE
T

T
E

R

』
二
〇
巻
五
号
、
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
、
一
二
頁
。

（
3
） 

こ
こ
で
日
本
基
督
教
団
を
と
り
あ
げ
る
の
は
、
日
本
基
督
教
団
が
長
老
派
の
伝
統
あ
る
日
本
基
督
教
会
を
含
む
合
同
教
団
で
あ
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
戦
前
、
日
本
基
督
教
会
が
神
社
参
拝
が
宗
教
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
説
得
す
る
た
め
に
富
田
満
牧
師
を
朝
鮮
長
老
教
会
に
派
遣
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
後
述
の
韓
国
の
長
老
派
教
会
に
大
き
な
躓
き
に
な
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
4
） 

土
肥
昭
夫
「
日
本
の
朝
鮮
統
治
と
キ
リ
ス
ト
教
」、『
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
キ
リ
ス
ト
教
史
』
新
教
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
三
〇
二
頁
。
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（
5
） 

日
本
基
督
教
団
『
第
一
五
回
日
本
基
督
教
団
総
会
議
案
・
報
告
書
』
日
本
基
督
教
団
、
一
九
六
八
年
、
三
一
頁
。

（
6
） 
韓
国
で
は
、「
解
放
」、
あ
る
い
は
、「
光
復
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
7
） 『
第
一
五
回
日
本
基
督
教
団
総
会
議
案
・
報
告
書
』、
九
八
頁
。

（
8
） 

鵜
沼
裕
子
に
よ
れ
ば
『
福
音
新
報
』
は
、『
福
音
週
報
』（
一
八
九
〇
年
〜
一
八
九
一
年
）
が
発
行
禁
止
処
分
を
う
け
た
翌
月
の
一
八
九
一
（
明

治
二
四
）
年
三
月
二
六
日
に
、
そ
の
趣
旨
を
継
い
で
改
題
再
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
四
二
年
九
月
二
四
日
に
は
四
八
巻
二
四
二
一
号

に
至
っ
た
が
、
一
〇
月
一
五
日
、
日
本
基
督
教
団
の
成
立
に
伴
い
、『
基
督
教
世
界
』、『
る
う
て
る
』
な
ど
と
統
合
、
二
四
二
二
号
よ
り
『
日
本

基
督
教
新
報
』
と
改
題
。
更
に
四
四
年
六
月
一
日
二
四
九
二
号
よ
り
『
日
本
基
督
教
団
教
団
新
聞
』
と
な
っ
た
。
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事

典
編
集
委
員
会
編
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』、
教
文
館
、
一
九
八
八
年
、
一
二
〇
三
頁
。

（
9
） 

従
来
は
月
二
回
、
A
4
判
、
八
頁
で
あ
っ
た
。『
第
一
七
回
日
本
基
督
教
団
総
会
報
告
書
（
１
）（
一
九
六
八
年
四
月
―
一
九
七
〇
年
三
月
）』
日

本
基
督
教
団
、
一
九
七
〇
年
、
二
五
頁
。

（
10
） 『
第
一
四
回
日
本
基
督
教
団
総
会
議
案
・
報
告
書
』、
一
九
六
六
年
、
七
三
頁
。

（
11
） 『
第
一
五
回
日
本
基
督
教
団
総
会
議
案
・
報
告
書
』、
九
八
頁
。

（
12
） 「
二
人
（
主
事
一
、
書
記
補
一
）
で
実
務
を
担
当
、
取
材
の
た
め
の
記
者
は
お
か
ず
、
総
務
局
の
主
事
陣
が
、
担
当
事
項
を
ニ
ュ
ー
ス
記
事
と
し

て
提
供
す
る
と
い
う
方
針
」
で
あ
る
。『
第
一
四
回
日
本
基
督
教
団
総
会
議
案
・
報
告
書
』、
七
三
頁
。

（
13
） 

同
上
書
。

（
14
） 

発
行
部
数
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
九
六
六
年
四
月
現
在
四
〇
〇
〇
部
（
無
料
配
布
二
一
二
九
、
有
料
一
七
一
二
、
そ
の
他
一
五
九
）。『
第

一
五
回
日
本
基
督
教
団
総
会
議
案
・
報
告
書
』、
九
九
頁
。

（
15
） 

日
本
聖
書
神
学
校
編
『
教
団
新
報
一
九
四
一
〜
二
〇
〇
七
』
日
本
聖
書
神
学
校
、
二
〇
〇
七
年
（
D
V
D
）。

（
16
） 『
索
引
事
典
一
九
四
六
年
一
月
〜
一
九
九
九
年
三
月
（
上
）』
韓
国
基
督
公
報
社
、
二
〇
〇
一
年
、
五
頁
﹇「
색
인
사
전
（
상
）」
한
국
기
독
공
보

사
﹈。

（
17
） 

日
本
の
長
老
派
教
会
は
「
大
会
」、「
中
会
」、「
小
会
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
で
は
そ
れ
ら
が
、「
総
会
」、「
老
会
」、「
堂
会
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
「
大
韓
イ
エ
ス
長
老
会
総
会
」
と
は
「
大
会
」
の
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
18
） 『
索
引
事
典
（
上
）』、
一
二
九
四
頁
。
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（
19
） 

同
上
書
、
五
頁
。

（
20
） 『
大
韓
基
督
教
長
老
会
会
報
』
一
九
五
七
年
七
月
号
（
第
一
巻
第
一
号
）、
一
頁
﹇「
대
한
기
독
교
장
로
회
회
보
」﹈。

（
21
） C

f. http://w
w

w
.prok.org/ebook/include/m

ainfram
e.htm

l

（2011.6.17

）.

（
22
） 

本
資
料
は
、（
東
京
・
新
宿
区
西
早
稲
田
二
―
三
―
一
八
所
在
）
日
本
基
督
教
団
宣
教
研
究
所
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

（
23
） 『
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
会
議
録
』
韓
国
教
会
史
文
献
研
究
院
、
一
九
九
〇
年
﹇「
대
한
예
수
교
장
로
회
총
회
회
의
록
」
한
국
교
회
사
문
헌

연
구
원
﹈。

（
24
） C

f. http://w
w

w
.prok.org/ebook/include/m

ainfram
e.htm

l

（2011.6.17

）.

（
25
） 『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』、
一
二
〇
四
頁
。

（
26
） 

呉
允
台
「
新
し
く
開
か
れ
た
日
韓
教
会
の
交
わ
り
」、『
福
音
と
世
界
』
一
九
六
七
年
一
二
月
号
、
新
教
出
版
社
、
七
八
―
八
一
頁
。

（
27
） 

呉
允
台
『
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
交
流
史
』
新
教
出
版
社
、
一
九
六
八
年
。

（
28
） 

同
上
書
、
二
七
八
―
二
九
六
頁
。

（
29
） 

池
明
観
『
日
韓
関
係
史
研
究
――
一
九
六
五
年
体
制
か
ら
二
〇
〇
二
年
体
制
へ
』
新
教
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。

（
30
） 

徐
正
敏
『
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
関
係
史
研
究
』
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
二
〇
〇
九
年
。

（
31
） 『
第
一
五
回
日
本
基
督
教
団
総
会
議
案
・
報
告
書
』、
三
一
頁
。

（
32
） 

同
上
書
、
三
一
―
三
二
頁
。

（
33
） 『
イ
エ
ス
教
長
老
会
朝
鮮
総
会
第
一
回
会
﹇
議
﹈
録
』
耶
蘇
教
書
会
、
大
正
二
年
、
一
頁
﹇「
예
수
교
장
로
회
조
선
총
회
뎨
일
회
회
록
」
야
소
교
서

회
、
대
정
二
년
﹈。

（
34
） 

大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
歴
史
委
員
会
『
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
教
会
史
（
下
）』
韓
国
長
老
教
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
四
〇
一
頁
﹇
대
한
예

수
교
장
로
회
총
회
역
사
위
원
회
「
대
한
예
수
교
장
로
교
회
사
（
하
）」、
한
국
장
로
교
출
판
사
﹈。

（
35
） 

閔
庚
培
『
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
会
史
』
新
教
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
四
二
八
頁
。

（
36
） 

大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
歴
史
委
員
会
、
前
掲
書
、
八
九
頁
。

（
37
） 

同
上
書
。

（
38
） 

韓
国
の
神
学
者
た
ち
は
「
朝
鮮
神
学
校
」
を
自
由
主
義
的
と
見
る
傾
向
が
強
い
。
閔
庚
培
、
前
掲
書
、
四
〇
九
頁
。
柳
東
植
『
韓
国
の
キ
リ
ス
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ト
教
』
東
京
大
学
出
版
部
、
一
九
八
七
年
、
一
二
二
頁
。

（
39
） 『
大
韓
イ
エ
ス
長
老
会
総
会
第
三
八
回
会
議
録
』
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
、
一
九
五
三
年
、
二
三
八
頁
﹇「
대
한
예
수
교
장
로
회
총
회
제

三
八
회
회
의
록
」
대
한
예
수
교
장
로
회
총
회
﹈。

（
40
） 

澤
正
彦
「
朝
鮮
」、
日
本
基
督
教
団
出
版
局
編
『
ア
ジ
ア
・
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
』
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
一
九
九
一
年
、
一
一
二
頁
。

（
41
） 

大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
歴
史
委
員
会
、
前
掲
書
、
一
三
二
頁
。

（
42
） 

澤
正
彦
、
前
掲
書
、
一
一
二
―
一
一
三
頁
。

（
43
） 

大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
歴
史
委
員
会
、
前
掲
書
、
一
三
二
頁
。

（
44
） 

同
上
書
、
一
五
九
頁
。

（
45
） 

任
成
彬
「
基
督
教
倫
理
学
者
が
見
た
韓
国
教
会
の
社
会
的
責
任
」、
任
成
彬
編
『
韓
国
教
会
と
社
会
的
責
任
』
長
老
会
神
学
大
学
校
出
版
部
、

一
九
九
七
年
、
二
六
六
頁
﹇
임
성
빈
「
기
독
교
윤
리
학
자
가
본
한
국
교
회
의
사
회
적
책
임
」、
임
성
빈
엮
음
『
한
국
교
회
와
사
회
적
책
임
』
장
로

회
신
학
대
학
출
판
부
﹈。

（
46
） 『
第
一
四
回
日
本
基
督
教
団
総
会
議
案
・
報
告
書
』、
一
八
頁
。

（
47
） 『
教
団
新
報
』
三
四
六
六
号
、
一
九
六
五
年
一
〇
月
一
六
日
、
三
頁
。

（
48
） 『
教
団
新
報
』
三
四
六
五
号
、
一
九
六
五
年
一
〇
月
二
日
、
三
頁
。
韓
国
語
の
全
文
は
以
下
の
箇
所
を
参
照
さ
れ
た
い
。『
韓
国
基
督
教
長
老
会

会
報
』
六
〇
号
、
一
九
六
五
年
一
二
月
一
日
、
四
頁
。

（
49
） 『
韓
国
基
督
教
長
老
会
会
報
』
五
九
号
、
一
九
六
五
年
一
一
月
一
日
、
一
〇
頁
。
次
の
よ
う
な
表
現
も
あ
る
。「
キ
リ
ス
ト
の
和
解
の
使
節
と
し

て
訪
れ
た
」
同
上
書
、
五
八
号
、
一
九
六
五
年
九
月
一
日
、
五
頁
。

（
50
） 

呉
允
台
、
前
掲
「
新
し
く
開
か
れ
た
日
韓
教
会
の
交
わ
り
」、
八
〇
頁
。

（
51
） 『
第
一
五
回
日
本
基
督
教
団
総
会
議
案
・
報
告
書
』、
三
一
頁
。

（
52
） 

同
上
書
。

（
53
） 『
教
団
新
報
』
三
五
一
六
号
、
一
九
六
七
年
一
一
月
一
八
日
、
六
頁
。

（
54
） 

姜
元
竜
牧
師
の
挨
拶
に
つ
い
て
は
以
下
の
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。
呉
允
台
、
前
掲
『
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
交
流
史
』、
二
九
五
頁
。

（
55
） 『
教
団
新
報
』、
前
掲
書
。
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（
56
） 

大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
歴
史
委
員
会
、
前
掲
書
、
二
〇
三
頁
。

（
57
） 『
教
団
新
報
』
前
掲
書
。
筆
者
が
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
直
し
た
。

（
58
） 
閔
庚
培
、
前
掲
書
、
四
二
八
頁
。

（
59
） 

韓
哲
河
「
韓
国
教
会
の
栄
光
と
羞
恥
」、『
福
音
と
世
界
』
一
九
七
〇
年
八
月
号
、
七
〇
頁
。

（
60
） 

池
明
観
、
前
掲
書
、
一
一
―
一
一
八
頁
。

（
61
） 

森
田
芳
夫
『
朝
鮮
終
戦
の
記
録
』
巌
南
堂
書
店
、
昭
和
六
一
年
、
一
〇
八
―
一
〇
九
頁
。

（
62
） 

同
上
書
。

（
63
） 

崔
薫
「
神
社
参
拝
と
韓
国
再
建
教
会
の
歴
史
的
研
究
」、
金
承
泰
編
『
韓
国
基
督
教
と
神
社
参
拝
問
題
』
韓
国
基
督
教
歴
史
研
究
所
、
一
九
九
一

年
、
一
三
九
―
一
四
〇
頁
﹇
최
훈
「
신
사
참
배
와
한
국
재
건
교
회
의
역
사
적
연
구
」、
김
승
태
엮
음
『
한
국
기
독
교
와
신
사
참
배
문
제
』
한
국
기

독
교
역
사
연
구
소
﹈。

（
64
） 

森
田
芳
夫
、
前
掲
書
、
一
〇
八
頁
。

（
65
） 『
韓
国
基
督
公
報
』（
一
九
六
五
年
七
月
一
七
日
）、
一
頁
。

（
66
） 『
韓
景
職
牧
師
説
教
全
集　

八
』
韓
景
職
牧
師
記
念
事
業
会
、
二
〇
〇
九
年
、
三
六
五
―
三
六
六
頁
﹇「
한
경
직
목
사
설
교
전
집
八
」、
한
경
직
목

사
기
념
사
업
회
﹈。

（
67
） 『
韓
国
基
督
公
報
』（
一
九
六
五
年
七
月
一
七
日
）、
一
頁
。

（
68
） 

同
上
書
、
二
頁
。

（
69
） 

同
上
書
。

（
70
） 

同
上
書
。

（
71
） 

戸
村
政
博
編
『
神
社
問
題
と
キ
リ
ス
ト
教
』
新
教
出
版
社
、
一
九
七
六
年
、
三
二
三
頁
。

（
72
） 

朴
容
圭
『
韓
国
基
督
教
会
史
②
』
い
の
ち
の
こ
と
ば
社
、
二
〇
〇
六
年
、
七
八
七
頁
﹇
박
용
규
「
한
국
기
독
교
회
사
②
」
생
명
의
말
씀
사
﹈。

（
73
） 

閔
庚
培
『
韓
国
基
督
教
会
史
』
延
世
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
八
年
、
六
三
四
頁
﹇
민
경
배
「
한
국
기
독
교
회
사
」
연
세
대
학
교
출
판
부
﹈。

（
74
） 「
日
本
基
督
教
団
よ
り
大
東
亜
共
栄
圏
に
在
る
基
督
教
徒
に
送
る
書
翰
」
の
内
容
は
以
下
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。
日
本
基
督
教
団
宣
教
研
究

所
教
団
史
料
編
纂
室
『
日
本
基
督
教
団
史
資
料
集
第
二
篇
戦
時
下
の
日
本
基
督
教
団
（
一
九
四
一
〜
一
九
四
五
年
）』
日
本
基
督
教
団
宣
教
研
究
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所
、
一
九
九
八
年
、
三
一
六
頁
。

（
75
） 
閔
庚
培
、
前
掲
『
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
会
史
』、
四
〇
九
頁
。

（
76
） 『
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
第
三
九
回
会
議
録
』
一
九
五
四
年
、
二
六
三
頁
。

（
77
） 『
韓
国
基
督
公
報
』（
一
九
五
四
年
五
月
四
日
）、
一
頁
。

（
78
） 

但
し
、「
在
日
同
胞
教
会
代
表
牧
師
の
挨
拶
を
受
け
る
こ
と
を
可
決
し
た
」
と
い
う
内
容
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
『
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
総

会
第
五
二
回
会
議
録
』
一
九
六
七
年
、
三
三
頁
。

（
79
） 『
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
第
五
一
回
会
議
録
』
一
九
六
六
年
、
六
一
頁
。

（
80
） 『
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
第
五
二
回
会
議
録
』
一
九
六
七
年
、
三
九
頁
。

（
81
） 『
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
第
五
六
回
会
議
録
』
一
九
七
一
年
、
二
五
頁
。

（
82
） 『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』、
九
四
二
頁
。
第
一
回
創
立
大
会
記
録
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
出
席
メ
ン
バ
ー
は
、
教
職
八
名
、
長
老
三
名
、

計
一
一
名
が
参
席
し
た
。『
日
本
基
督
改
革
派
教
会
二
十
年
史
』
日
本
基
督
改
革
派
教
会
出
版
委
員
会
、
一
九
七
一
年
、
一
五
頁
。

（
83
） 『
韓
国
基
督
教
長
老
会
会
報
』
五
九
号
、
一
九
六
五
年
一
一
月
一
日
、
二
頁
。

（
84
） 『
教
団
新
報
』（
一
九
六
六
年
四
月
二
日
）、
三
頁
。
原
文
に
は
「
カ
ナ
ダ
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
留
学
し
、
同
校
よ
り
神
学
博
士
号
を
受
け
た
」

と
す
る
。
詳
細
は
以
下
の
通
り
。
一
九
二
八
年
に
青
山
学
院
神
学
部
卒
業
。
一
九
二
八
年
九
月
に
米
国
プ
リ
ン
ス
ト
ン
神
学
校
入
学
。
一
九
二
九

年
九
月
に
米
国
ウ
ェ
ス
タ
ン
神
学
校
転
入
学
。
一
九
三
一
年
に
ウ
ェ
ス
タ
ン
神
学
校
卒
業
（S.T.B

）。
一
九
三
二
年
に
ウ
ェ
ス
タ
ン
神
学
大
学
院

卒
業
（S.T.M

）。
一
九
五
八
年
に
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
立
大
学
ユ
ニ
オ
ン
大
学
か
ら
名
誉
神
学
博
士
号
を
受
け
る
。C

f. 

http://w
w

w
.changgong.or.kr/hom

e.htm

（2011.6.17
）.

（
85
） 

祝
辞
の
内
容
は
『
教
団
新
報
』
三
四
六
五
号
、
一
九
六
五
年
一
〇
月
二
日
、
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

﹇
謝
辞
﹈ 

日
本
基
督
教
団
資
料
に
つ
い
て
は
教
団
事
務
所
新
名
知
子
氏
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
日
本
語
の
校
正
は
聖
学
院
大
学
出
版
部

山
本
俊
明
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
両
氏
に
感
謝
し
た
い
。

ky5123韓国長老派d.indd   109 12.7.15   2:29:59 PM



110

本
論
文
は
、
二
〇
一
一
年
六
月
一
八
日
（
土
）、
東
京
神
学
大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
本
基
督
教
学
会
関
東
支
部
会
で
の
発
表
に
加
筆
・
修
正
を
施

し
た
も
の
で
あ
る
。
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